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１  スクールソーシャルワーカーについて 

 

（１） スクールソーシャルワーカーとは 

      スクールソーシャルワーカー（以下、ＳＳＷという。）とは、いじめ、不登校、暴力行為、児

童虐待など多岐にわたる生徒指導上の課題に対応するため、教育分野に関する知識に

加えて、社会福祉等の専門的な知識・技術を用いて、児童生徒の置かれた様々な環境に

働きかけて支援を行う人材である。 

 

（２） ＳＳＷの活用のねらい 

      本県においては、ＳＳＷは児童生徒や保護者への直接的な個別援助を中心とするもの

ではなく、問題を抱える児童生徒の置かれた環境への働きかけと教職員への指導及び助

言を中心とした活動を重視する。 

      それは、問題を抱える児童生徒の支援をより効果的に行うためには、関係機関と連携し

た学校の支援体制を構築すること、学校の教職員等が、ソーシャルワークの視点を持って

対応することが大切だと考えるからである。そこで、 ＳＳＷはケース会議（注１）や対応を進め

て行くうえで、ソーシャルワークの専門性を取り入れた効果的支援が可能となるよう、課題

解決の中心となる教育相談コーディネーター（教育相談主任、教育相談担当者）などの教

職員を支援しながらチームの一員として活動する。 

     注１ ： ケース会議とは、支援を必要とする児童生徒の状況を共有し、解決すべき問題や課題のある 

事例を個別に深く検討することによって、その状況を十分に理解し、対応策を考える会議。 
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（３） スクールソーシャルワークで大切なこと 

      スクールソーシャルワークとは、問題を抱えた児童生徒とその置かれた環境への働きか 

けを行うことである。ＳＳＷや教職員がスクールソーシャルワークを行うにあたり、次のこと

がらを大切にしていくことが重要である。 

 

①  児童生徒の権利最優先 

       当事者である児童生徒自身にとって、何が最もよいことなのか、という視点で行動する 

ことが大切である。 

 

②  児童生徒本人の自己決定を尊重する姿勢 

        児童生徒のパートナーとして、問題の解決にあたって共に取り組む姿勢が大切であ 

る。 

 

③  エコロジカル（注２）視点 

問題発生の原因を児童生徒個人に求めるのではなく、児童生徒を取り巻く環境との相

互作用・影響に焦点を当て、問題・課題の解決のために環境に働きかける。 

注２：エコロジカルとは、生態上の、生態学的。人と人、人と環境との関係を究明する分野。 

 

④  ストレングス視点 

         問題をとらえるときに、児童生徒や家庭が本来持っているストレングス（強み）に焦点を 

当て、その力をさらに高め・強める働きかけを行い、支援を行うことで問題解決の方向性 

を考えることが重要である。 

 

⑤  学校教育制度の理解 

ＳＳＷは、派遣された学校の校長の指揮監督の下に、業務を行う。また、活動にあたっ

ては、当該市町の個人情報保護条例を遵守する。 

 

 

 

 ２ 



⑥  秘密の保持 

ＳＳＷには、プライバシーの保護について、教育現場・学校を基盤として支援活動を

行うことから、教職員・関係機関との協働が求められる。 

        職務上知り得た情報は、本人の了解が必要となるが、個人情報の取扱いにおいて、

本人の利益になることであれば、情報共有が許容されることがある。ＳＳＷも基本的にこ

の方針に則り、情報が不適切に扱われないように、ケース会議などで関係者が集う場で

のみの情報共有など情報の取扱いには十分注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 



（４） スクールソーシャルワークのプロセスについて 

インテーク（最初の面談・相談。） 

情報を整理しながら記録していく。児童生徒理解・教育支援シート（アセスメン 

トシート P.17 参照）を作成することなど、情報の共有化により、効果的である。 

  

  アセスメント（見立て。解決すべき問題や課題のある事例の家族や地域、関係者 

などの情報から、その児童生徒のストレングス（強み）やそのような 

状態に至った背景について探ること。） 

① 人間の行動には、必ず要因があると考える。 

② その要因を、個人と環境との関係の中で見出そうとする。 

③ 要因を見出すために、情報を集め分析することに役立つ。 

 

プランニング（解決に向けた目標の設定と具体的な見立て。アセスメントに基づ 

いて、事例に合った支援目標と対応プランを考えること。） 

支援目標には、長期目標と短期目標を設定する。長期目標においては、児 

童生徒のより望ましい状況を踏まえた長期的な視点に立った段階的な目標を 

設定する。また、短期目標においては、長期目標を踏まえ、すぐにでも具体的 

に取り組めるようなプラン実行のイメージが持てるような目標を設定する。 

 

 

プランの実行（ケース会議等で話し合われた内容を具体的に行うこと。） 

⑤ その対応策を、関係者で分担して実施する。 

 

 

モニタリング （ふりかえり。アセスメントからどのように目標を立て、プランに沿って 

どのように 動いたか結果はどうだったのかを検証し、見直しを行う 

こと。）    

⑥ その実行した結果を振り返って、次の対応に向け改善する。        

 

鎖 

④ 要因を見出せたら、それに対する最善の対応策を考える。 

 

アセスメントへ 

 

 

   

ケース会議 
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２  ＳＳＷの職務遂行に当たり配慮すべき事項 

（１） 業務の遂行について 

ＳＳＷは、教育事務所・支所に配置し、市町教育委員会に派遣されて業務を行う。また、

派遣された学校の校長の指揮監督の下に業務を遂行する。 

 

（２） 守秘義務と情報管理について 

勤務条件の項目の中に「秘密の保持」が記載されているように、職務上知り得た情報に

ついて、守秘義務とする。 

ＳＳＷが作成するすべての個人に関する情報について、電子媒体での外部への持ち出

しを原則禁止とする。 

 

（３） 外部機関との連携について 

外部機関の専門性を理解した上で、適切に連携を図るようにする。その際には、ＳＳＷ

が自己判断で外部との連絡を取ることを避け、派遣された学校の校長の指示のもと行うよう

にする。 

 

（４） 家庭訪問における留意点について 

児童生徒への対応として家庭訪問を行うケースがある。事前に学校の管理職と保護者

の許可を得た上で行うようにする。 

 

（５） 文書などの事務処理について 

ＳＳＷは、県教育委員会の会計年度任用職員である。市町教育委員会に提出する月別

報告書については、市町教育委員会から指定されたパソコンを使用して作成する。また、

月別報告書やケース会議の資料等の内容については、市町教育委員会の担当者又は派

遣先の学校長の許可をとることが必要である。県立学校に提出する月別報告書について

は、派遣先の学校長の許可をとることが必要である。 

ただし、作成する文書については、県や派遣先自治体の情報セキュリティ基本方針に基

づいて、適正に取り扱う。文書によっては、県や派遣先自治体の情報公開条例・個人情報

保護条例による情報開示対象文書となる可能性があるため、市町教育委員会における内

容については市町教育委員会、県立学校における内容については派遣先の学校長に相

談・確認を行う。 

５ 



（６） 児童虐待に係る通告 

児童虐待に係る対応については、支援を行っていく中で、虐待事案であると確証が得ら

れた場合のみならず、虐待である確証が得られない状況であったとしても、主観的に虐待

があったと思われる場合は、学校に情報共有を図った上で、市町又は児童相談所等への

通告義務が生じる。 
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３  学校におけるＳＳＷの役割について     

①  問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけ 

〇  家庭、友人関係、学校、関係機関、地域への働きかけ（不登校、いじめ、暴力 

行為など児童生徒が抱える課題、貧困、児童虐待など） 

〇  児童生徒との面接や家庭訪問等の相談支援活動 

〇  児童生徒への相談活動等に関する情報収集・提供 

②  関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整 

〇  児童生徒及び家庭環境等に関する情報を基に、関係機関と連携した学校支援体 

 制の構築等 

〇  関係機関への訪問、電話による情報交換、打合せ 

〇  教育委員会と相談して学校や自治体のネットワーク体制作り等 

〇  ケース会議等を踏まえた、不登校、問題行動、子どもの貧困、虐待、災害、突発的な 

事件・事故の当事者となった児童生徒に対する関係機関との連携支援 

③  学校内におけるチーム体制の構築、支援 

〇  不登校、問題行動、子どもの貧困、虐待、災害、突発的な事件・事故の当事者となっ 

た児童生徒に関するケース会議のアセスメント、プランニング 

〇  社会福祉等の専門的視点に基づく具体的支援に向けてのコンサルテーション （専 

門家による指導・助言を含めた検討） 

〇  校内支援チーム体制作りの支援活動 

〇  学校現場での有用な支援方法やソーシャルワークに関する知識・技術に関する研修 

④ 保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供 

〇  保護者、教職員等への関係機関や地域の社会資源に関する情報提供又は紹介等 

〇  保護者と教職員の間の調整、橋渡し 

〇  保護者、教職員等への相談援助 

⑤ 教職員等への研修活動 

〇  教職員等の研修会の講師 
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４  児童生徒を支える相談体制とＳＳＷの活用について 

（１） 市町教育委員会の役割 

      ＳＳＷが学校、関係機関とネットワークを築くために、校長をはじめとした教職員、関係機

関にＳＳＷの役割を周知する必要がある。そのため、市町教育委員会において次のような

取り組みが求められる。 

 

①  ＳＳＷの役割を理解し、積極的に活用するため、担当者と連絡を取り合いながら、 

体制を整える。 

②  学校に対して、具体的な事案についての情報の収集や関係者の招集など、ＳＳＷを 

効果的に活用するための体制を整えるよう指導・支援する。 

③  関係機関に対して、ＳＳＷの周知を行うとともに、ＳＳＷが調整するケース会議等への 

参加、協力を依頼していく。 

④  日常的な教育活動の中で中学校区での小・中学校の連携を進めていく。 

 

（２） 学校の役割（校内の教育相談体制の構築に向けて） 

  ＳＳＷの「専門性」及び「役割」を全教職員が理解し、派遣先の学校の校長の指揮監督

の下、教育相談コーディネーター（教育相談主任・教育相談担当）が中心となってＳＳＷを

活用した校内教育相談体制の構築に向け、組織的に取り組むことが必要である。 

  機能的な校内教育相談体制を構築するには、児童生徒の不登校・問題行動等の状況

に応じて、ＳＳＷ及びスクールカウンセラー（以下、ＳＣという。）と連携しながら、教育相談コ

ーディネーターが中心となってケース会議を開催し、アセスメント（見立て）とプランニング

（解決に向けた目標の設定と具体的な手立て）を行うことが大切である。ＳＳＷから社会福

祉的専門性の学校組織・ケース支援へのコンサルテーションを依頼し、具体的で効果的な

手立てを提供してもらう。 
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 ＜参考＞窓口となる教育相談コーディネーター等担当教員の役割 

①  ＳＳＷの周知と相談受付 

児童生徒及び保護者等に SSW の周知を図る。相談者からの申し込みの有無にかかわ

らず、対象者の実情に応じて、教育相談コーディネーター等担当職員が積極的にアプロ

ーチすることも大切である。 

②  ＳＳＷやＳＣとの連絡調整 

対象者の抱える問題が、主として「環境に起因する問題」であればSSWに、「心の問題」

であれば SC につなぐ。また、ＳＳＷとＳＣの双方の支援が必要な場合は、両者の共通理解

を図り効果的支援が図られるように調整する。 

③  相談活動に関するスケジュール等の計画・立案 

教職員や保護者等からの相談を受け、適切に相談計画を立案する。 

④  個別記録等の情報管理 

個人情報保護条例等を踏まえ、プライバシーの保護や人権擁護に配慮した個人記録

の作成と管理を行う。 

⑤  ケース会議の実施 

事例に応じて、「学年でのケース会議」「校内全体でのケース会議」「関係機関を含めた

ケース会議」などの開催を決定する。SSW は福祉の専門家であり、SC は心理の専門家で

ある。それぞれ互いの専門性として備えている、多様な知識・技術・情報に基づき、専門

的見立てを行い、支援のためのコンサルテーション（専門家による指導・助言を含めた検

討）を提供するためにもケース会議の開催が重要となる。 

 （ケース会議の進め方の例） 

   ケース会議では児童生徒の問題に対して、 

   ア  教職員、SSW、SC が教育・福祉・心理的観点に基づき専門的にケースの課題・解 

決への見立てを報告し合い、情報を共有化する。 

   イ  解決にあたって、教職員、SSW、SC はそれぞれの専門性からどのような支援ができ

るか話し合い。解決に向けての役割分担を決める。 

   ウ  それぞれの支援の取組経過を、ケース会議を通して報告し合い、次の段階の役割

分担を協議する。  

９ 



（３） 校種間の連携について 

  ① 小・中学校の連携について 

子どもたちの発達段階に応じた指導をより効果的にするために、さらには、小学校から中

学校まで切れ目ない支援をすることが不登校・問題行動等の未然防止につながることから、

小・中学校の連携が進められてきた。 

ＳＳＷと連携して小学校と中学校で情報交換をするなど、小学校における適切な支援を

中学校に継続することができる。 

② 中・高等学校の連携について 

ＳＳＷと連携して、中学校と高等学校が相互に情報を共有することで、継続した支援を行

うことができ、切れ目ない支援の提供が可能になる。中学校から高等学校へ情報提供を行

うにあたり、ＳＳＷと連携し対応することができる。 
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５  具体的な活用事例 

（１） 貧困対策のための活用事例 

  ケースの概要 

        母子家庭で母親が無職で収入がなく、金銭面の不安から、全般的に生活が安定し

ていない。家庭環境が小学生の児童に影響し、徐々に学校への登校しぶりが見られ

るようになった。学校での生活も落ち着きがなく、友だちとのコミュニケーションもうまく

とることができない。 

 

〇 アセスメント（見立て） 

        登校しぶりの背景として、経済的な面も含めた生活の不安定さが考えられる。 

 

〇 プランニング（解決に向けた目標の設定と具体的な手立て） 

・長期目標 

生活が安定し、登校できるようにする。 

・短期目標 

        母親の就労支援を行い、生活の安定を図る。 

・対応策 

①  ハローワークと連携し、母親が就職できるよう積極的に介入する。 

②  登校した際の受け入れ態勢を整え、友だちとの関係づくりを支援する。 

 

〇 プランの実行 

     ＳＳＷが担任、養護教諭、教育相談コーディネーター、ＳＣ等からの情報収集を行

い、整理した。ＳＳＷのサポートのもと、教育相談担当を中心に管理職、担任、養護

教諭、ＳＣ等、関係教職員でケース会議を行い、共通理解のもと、母親の就労支援と

ともに、児童が登校した際の受け入れ態勢等の計画を立てた。 

ＳＳＷが母親を就労に導くため面談を行うとともに、ハローワークと連携し、母親の

状況に沿った就職先を紹介し、仕事が決まった。 

 

〇 モニタリング（ふりかえり） 

        母親が仕事を始めることができたことで、生活が安定し始め、児童も徐々に登校し

ぶりが改善されていった。また、友だちがいなかったことも登校することにつれ改善さ

れ、児童の学校生活も安定していった。現在も継続して、母親と児童の見守りを継続

している。 
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（２） 不登校対策のための活用事例 

ケースの概要 

中学生の生徒が突然不登校となり、明確な要因が不明であった。学校側は、怠

学的要因ではないかと考えている。 

 

〇 アセスメント（見立て） 

          突然不登校になっていることから、生徒本人が持つ特性が要因ではないかと考え 

られる。 

 

〇 プランニング（解決に向けた目標の設定と具体的な手立て） 

        ・長期目標 

         精神面が安定し、再登校できるようにする。 

        ・短期目標 

         不登校なった生徒の状況を把握する。 

        ・対応策 

①   スクールカウンセラーと協働して生徒の状況を分析する。 

②   生徒や保護者と面談を行い、状況を把握し、要因を分析する。 

③   出身の小学校に行き、小学生のときの状況を把握する。 

④   生徒の状況に応じた支援を行う。 

 

〇 プランの実行 

担任、養護教諭、教育相談コーディネーター、ＳＣ等の関係職員と連携して生徒

の状況を分析した結果、学習障害があることがわかり、ケース会議の中で支援の方

向性について話し合った。その結果、特別支援コーディネーターと具体的な支援策

を検討し、環境を変える方向となった。 

 

〇 モニタリング（ふりかえり） 

生徒は環境を変えたことによって、学習支援を受けるようになり、精神面が安定す

るようになった。生徒は精神面が安定したことにより、家庭内に会話が生まれるように

なった。 
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（３）  不登校と家庭環境の改善を図った活用事例 

ケースの概要 

          中学生の生徒は、ネグレクトの家庭環境で養育されており、小学生の頃から登校状

況は不安定で、家庭は地域との関わりがない。保護者は就労せず同居親族の収入

で生活しており、学校や地域から家庭に関わられることへの拒否が強く、家族全員が

社会性の低い状況である。 

 

〇 アセスメント（見立て） 

 不登校の背景には、保護者は学校や地域への関りを拒否し、就労していない状

況であることから社会性が低く、経済的に困窮した状況があると考えられる。 

〇 プランニング（解決に向けた目標の設定と具体的な手立て） 

         ・長期目標 

            家庭環境が安定し、再登校できるようにする。 

         ・短期目標 

            保護者には就労支援を行うことで生活の安定を図り、生徒には教育支援センタ

ー等の学習支援を行う。 

         ・対応策 

①  就学援助の手続きや健康保険受給支援、養育環境改善に向けた支援を行

う。 

②  保護者への就労支援を行う。 

③  生徒への学習支援を行う。 

〇 プランの実行 

①   ＳＳＷは就学援助の手続きや健康保険受給支援等を行うため、関係機関に 

付き添った。また、ＳＳＷは保護者に登校や虫歯の治療をさせるように促し関

係性を繋いではいたが、保護者に変化は見られず、養育環境も著しくは改善

しなかった。 

②   保護者の就労に向けて、保護者に生活自立支援センターや公共職業安定

所を紹介した。 

③   中学校への登校の他にも町の教育支援センター利用を勧め、学習環境を

整備した。 

〇 モニタリング（ふりかえり） 

         支援する関係機関を拡大したことにより、福祉関係機関と保護者の関係性が良

好になり、教員が生徒へ歯磨き、給食、学習補講など熱心に関わりをもったことで、

登校状況が少しずつ改善していき、登校が継続しつつある。 
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（４） 発達障害の診断を受けた生徒に対する活用事例 

ケースの概要 

発達障害の診断を受けているが、療育手帳の対象にならないため、当該生徒は卒

業後の進路について不安に感じていた。また、母子家庭で母親が障害を持っている

為、祖母に育てられているが、祖母は高齢で健康上の問題もあり、経済面で不安定

な状況である。 

 

〇 アセスメント（見立て） 

           進路に対する不安感を抱える背景には、家庭生活の不安定な状況があると考え

られる。 

 

〇 プランニング（解決に向けた目標の設定と具体的な手立て） 

       ・長期目標 

         家庭の経済面での安定を図り、卒業後の進路に見通しをもたせる。 

        ・短期目標 

         親の就労支援を行い、生活の安定を図り、中学卒業後の進路を決定する。 

        ・対応策 

①  生徒の進路決定に向けた支援を行う。 

②  市の福祉機関と連携し、保護者の就労支援を行う。 

 

〇 プランの実行 

           生徒の進路決定に向けた支援について、ＳＳＷがサポートしながら学校が中心

となって対応することとした。また、保護者に対しては、学校と市の福祉機関との連

携を提案し、市の福祉機関、母親と祖母のサポート機関との支援会議を調整して

情報共有をし、卒業後の困難発生にも対応できるようにした。 

 

〇 モニタリング（ふりかえり） 

生徒は、担任や教科担当が関わることにより、希望する高校を受験できるように

なった。また、段階的な進路の準備を行うことにより、無事に希望する高校に合格

することができた。母親の就労により、家庭の経済状況が改善したことによって、安

定した生活を送ることができるようになった。 
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○／○

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 高４

①教育支援センター

②教育委員会所管の機関（①除く。）

③児童相談所・福祉事務所

④保健所、精神保健福祉センター

⑤病院、診療所

⑥民間団体、民間施設

⑦その他の機関等

⑧ＩＴ等の活用

○支援を継続する上での基本的な情報

○家族関係

備考欄

児童生徒理解・教育支援シート（共通 シート）
作成日：令和○年○月○日
作成者  R○（記入者名） 追記者  R○（記入者名）／R○（記入者名）／…

名前（よみがな） 性別 生年月日

欠席日数

○学年別欠席日数等          追記日→

年度

学年

出席しなければならない日数

出席日数

別室登校

遅刻

早退

指導要録上の出席扱い

特記事項（本人の強み、アセスメントの情報等）

特記事項（生育歴、本人を取り巻く状況（家族の状況も含む。）、作成日以降の変化等）
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